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春の訪れ春の訪れ
後八又の桜（南須釡）

福島空港公園の桜（北須釡）

乙字ヶ滝公園のこいのぼりと桜（竜崎）

岩法寺山のかたくりの花（岩法寺）

由の森公園の桜（南須釡）

中村池の桜（中）

川辺八幡神社の桜（川辺）

（2）平成30年４月26日 議 会 だ よ り



　

玉
川
村
議
会
３
月
定
例
会
は
３
月
９
日
か
ら
16
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
長
の
30
年
度
施
政
方
針
で
は
、「
第
６
次
振
興
計
画
」
及
び「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
掲
げ
る
目
標
の
達
成
の
た
め
、
最
少
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
、
様
々
な
方
法
を
模
索
し
諸
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

の
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
条
例
制
定
や
補
正
予
算
、
新
年
度
予
算
な
ど
の
議
案
28
件
、

人
事
案
件
４
件
、
陳
情
１
件
、
議
員
発
議
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
４
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
村
執
行
部
の
考
え
を
質
し
ま

し
た
。

あらまし農産物加工施設の
設置条例を可決

　

道
の
駅
た
ま
か
わ
に
併
設

さ
れ
た
加
工
施
設
に
つ
い

て
、
そ
の
名
称
及
び
位
置
、

事
業
、
指
定
管
理
者
な
ど
に

関
す
る
規
定
を
定
め
る
設
置

条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
使
用
料
、
開
館
時

間
な
ど
は
、
別
に
規
則
で
定

め
ら
れ
ま
す
。

・
名
称　
玉
川
村
農
産
物
加

工
施
設

・
位
置　
玉
川
村
大
字
岩
法

寺
字
宮
ノ
前
１
４
０
番
地

の
２

問　
施
設
の
管
理
に
つ
い

［
質
　
疑
］

て
、
当
面
は
村
が
直
接
管
理

し
、
指
定
管
理
者
を
置
か
な

い
と
の
説
明
だ
が
、
指
定
管

理
者
に
代
わ
る
責
任
者
を
置

く
の
か
。

答　
当
面
は
直
接
村
が
管

理
し
、
嘱
託
職
員
を
配
置
し

て
維
持
管
理
を
し
て
い
く
。

問　
こ
の
施
設
の
、
今
現

在
の
最
高
責
任
者
は
だ
れ
な

の
か
。

答　
村
が
設
置
し
て
村
が

運
営
す
る
施
設
な
の
で
、
村

長
が
責
任
者
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。

問　
指
定
管
理
者
に
な
る

者
の
資
格
、
免
許
な
ど
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
必
要
な
の

か
。

答　
特
に
、
こ
の
資
格
が

な
け
れ
ば
指
定
管
理
者
に
な

れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い

と
思
う
が
、
た
だ
し
、
様
々

な
機
械
を
使
い
、
加
工
品
を

作
る
た
め
保
健
所
等
の
許
可

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
が
あ
る
の
で
、
そ
う
い
っ

た
も
の
を
持
っ
て
い
る
方
が

優
先
さ
れ
る
と
思
う
。
指
定

管
理
者
を
公
募
す
る
際
に
、

条
件
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
決
め

て
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る

こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

（3） 平成30年４月26日議 会 だ よ り

完成した加工施設の内部

トイレも新しく整備されました 加工施設が入るこぶしの里の増設部分



（4）平成30年４月26日 議 会 だ よ り

　
平
成
30
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
は
、①
「
皆（
み
ん
な
）で
支
え
合
う
福
祉
の
村
づ
く
り
」
②
環
境
に
や
さ
し
い
安
全・

便
利
な
村
づ
く
り
」
③
「
活
力
の
あ
る
村
づ
く
り
」
④
「
人
を
育
む
村
づ
く
り
」
⑤
「
交
流
と
協
働
の
村
づ
く
り
」
の

５
つ
の
基
本
目
標
の
も
と
で
、
主
要
施
策
に
取
り
組
む
た
め
の
予
算
が
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
比
べ
る
と
、
４
・
８
％
、
１
億
７
，
６
０
０
万
円
増
の
、
38
億
３
，
６
０
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
審
議
で
は
、
賛
成
多
数
で
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

予算
審議

38億3,600万円

加工施設利用組合運営委員会
のメンバー構成は。
商工会、農協、果樹振興協議会、認定
農業者協議会等の各種団体により構成
されている。

Ｑ

A

道の駅管理業務委託料の額の
根拠は。
道の駅の維持管理に係る経費で、電話
料、電気料、冷暖房費、トイレの清掃
等に係る経費である。

Ｑ

A

村民の翼事業の行先は。

行き先はこれから決定するが、福島空
港を利用しての事業を考えている。

Ｑ

A

看板修繕の内容と箇所数は。

道の駅の案内看板で、国道118号線沿
いの中地区、竜崎地区、空港入口、そ
して道の駅敷地内の４か所である。

Ｑ

A



（5） 平成30年４月26日議 会 だ よ り

主要
事業

一般会計予算平成30年度

　

前
副
村
長
の
工
藤
宇
裕（
く
ど

う
た
か
ひ
ろ
）氏
が
福
島
県
に
復

帰
し
た
こ
と
に
よ
り
、
同
じ
く
県

職
員
の
川
俣
基（
か
わ
ま
た
も
と

い
）氏
を
新
た
に
副
村
長
に
選
任

す
る
人
事
案
件
が
提
出
さ
れ
、
全

会
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
満
了
と
な
る
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、

次
の
３
名
の
方
々
が
全
会
一
致
で

同
意
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　
湯
澤　
英
一（
竜　
崎
）

　
八
木　
喜
孝（
南
須
釜
）

　
車
田　
洋
子（
小　
高
）

副
村
長
人
事

固
定
資
産
評
価
審

査
委
員

５つの基本目標ごとの予算と主な事業に
ついてお知らせします

交流と協働の村づくり…………５億4,962万円⑤ ・コミュニティ助成事業（250万円）など

人を育む村づくり………………２億7,548万円④ ・村民の翼事業（1,286万２千円）など

活力のある村づくり……………３億8,502万円③ ・観光宿泊施設整備事業（2,976万５千円）など

環境にやさしい安全・便利な村づくり…10億1,317万円② ・消防車両、消防小型ポンプ更新事業（2,529万円）など

皆で支え合う福祉の村づくり…９億5,217万円① ・健康ウォーキング事業（133万３千円）など

川俣  基 氏



（6）平成30年４月26日 議 会 だ よ り

審議議案と各議員の賛否　　○は賛成、×は反対、提は提出者、欠は欠席　須藤議長は採決に加わらないため空欄

議案番号 議　案　名 採決
小

針

石

井

車

田

渡

邊

塩

澤

小

林

飯

島

田

子

西

川

三

瓶

大
和
田

須

藤

議案第２号 玉川村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関
する基準等を定める条例 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第３号 玉川村農産物加工施設設置条例 可決 ○ × 欠 × ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第４号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第５号 玉川村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の
一部を改正する条例 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第６号 玉川村国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○
議案第７号 玉川村税特別措置条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○
議案第８号 たまかわっ子誕生祝金支給条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○
議案第９号 玉川村国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○
議案第 10 号 玉川村介護保険条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第 11 号
玉川村指定介護予防支援事業等の事業の人員及び運営
並びに指定介護予防支援等に係る予防のための効果的
な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改
正する条例

可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第 12 号
玉川村指定地域密着型介護予防サービスの事業の人
員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー
ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例

可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第 13 号 玉川村後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○
議案第 14 号 玉川村村営住宅管理条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○
議案第 15 号 玉川村体育施設条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○
議案第 16 号 玉川村消防団消防屯所設置条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○
議案第 17 号 玉川村公の施設の指定管理者の指定 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○
議案第 18 号 平成 29 年度玉川村一般会計補正予算（第７号） 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第 19 号 平成 29 年度玉川村国民健康保険特別会計補正予算（第
２号） 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第 20 号 平成 29 年度玉川村介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第 21 号 平成 29 年度玉川村後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号） 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第 22 号 平成 29 年度玉川村農業集落排水事業特別会計補正予
算（第３号） 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案第 23 号 平成 29 年度玉川村上水道事業会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○
議案第 24 号 平成 30 年度玉川村一般会計予算 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 25 号 平成 30 年度玉川村国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 26 号 平成 30 年度玉川村介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 27 号 平成 30 年度玉川村後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 28 号 平成 30 年度玉川村農業集落排水事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 29 号 平成 30 年度玉川村上水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 30 号 玉川村副村長の選任につき同意を求めること 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 31 号

～
議案第 33 号

玉川村固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意
を求めること 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情第２号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書
提出の陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第１号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書
提出 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※読みやすくするため、議案件名を一部省略しています。

玉川村議会 ３月定例会



（7） 平成30年４月26日議 会 だ よ り

村政ここがききたい
村の答えは？

一
般
質
問

問　
乙
字
ヶ
滝
周
辺
景
観

の
保
全
の
観
点
か
ら
、
建
築

行
為
等
の
規
制
が
で
き
る

か
。

答　
現
在
の
関
係
法
令
等

で
規
制
で
き
な
い
も
の
に
つ

い
て
、
今
後
、
地
元
を
含
め

関
係
機
関
等
と
十
分
に
協
議

し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
公
園
と
反
対
側
に
あ

る
駐
車
場
は
入
り
口
が
狭
く

出
入
り
に
不
便
で
あ
る
。
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
整
備
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

答　
契
約
の
中
で
、
返
還

時
に
は
原
型
に
復
旧
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ

れ
以
上
の
整
備
は
難
し
い
と

考
え
て
い
る
。

問　
地
権
者
と
相
談
し
た

時
は
、
で
き
る
か
。

答　
今
の
と
こ
ろ
は
考
え

て
い
な
い
。

Ｑ乙字ヶ滝の周辺景観、建築
の条例について

Ａ今後地元、関係機関と相談
し検討したい

石井清勝 議員

乙字ヶ滝公園の反対側にある駐車場



（8）平成30年４月26日 議 会 だ よ り

一
般
質
問

問　
平
成
29
年
３
月
施
政

方
針
で
、
年
々
増
加
す
る
認

知
症
対
策
と
し
て
、
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
を
設
置
し
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

共
に
事
業
推
進
を
図
る
と
の

方
針
を
示
さ
れ
た
が
内
容
に

つ
い
て
伺
う
。

　
チ
ー
ム
の
設
置
と
構
成
メ

ン
バ
ー
は
。

答　
昨
年
４
月
に
設
置
、

10
月
の
運
営
開
始
時
の
メ
ン

バ
ー
は
保
健
師
、
主
任
介
護

支
援
専
門
員
、
サ
ポ
ー
ト
医

師
の
３
名
で
構
成
。

問　
認
知
症
初
期
判
断
と

定
義
は
。

答　
症
状
の
重
い
、
軽
い

の
関
係
な
く
、
フ
ァ
ー
ス
ト

タ
ッ
チ
、
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン

Ｑ認知症初期集中支援について
Ａふれあいセンター内、地域包括

支援センターへ委託し昨年４月
設置、10月から運営

小林徳清 議員

タ
ク
ト
の
意
味
。

問　
村
内
の
罹
患
者
数
は
。

答　
平
成
29
年
現
在
推
定

値
で
２
９
４
名
。

問　
支
援
の
内
容
は
。

答　
①
認
知
症
の
評
価
②

医
療
機
関
の
受
診
を
促
す
③

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
案
内
④
生

活
環
境
の
改
善
や
ア
ド
バ
イ

ス
⑤
介
護
者
と
の
情
報
共

有
。
な
お
対
象
者
は
40
歳
以

上
で
症
状
が
疑
わ
れ
る
在
宅

者
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い

か
、
中
断
し
て
い
る
人
と
の

制
限
が
あ
る
。

問　
予
防
は
。　

答　
脳
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
が
有
効
。
具
体
的
に
は

①
快
い
刺
激
で
笑
う
②
社
会

と
の
接
触
、
友
人
や
家
族
と

楽
し
く
過
ご
す
③
人
の
役
に

立
つ
こ
と
を
日
課
に
取
り
入

れ
る
④
ほ
め
て
や
る
気
を
起

こ
さ
せ
る
こ
と
な
ど
が
有
効

で
刺
激
あ
る
日
常
を
送
る
こ

と
が
重
要
。

問　
財
源
の
一
つ
に
利
用

さ
れ
て
い
な
い
、
ま
た
は
さ

れ
る
見
込
み
が
な
い
池
、
水

路
、
里
道
等（
法
定
外
公
共

物
）を
、
有
効
に
利
活
用
で

き
る
取
得
希
望
者
へ
競
争
入

札
、
ま
た
は
双
方
合
意
に
基

づ
く
売
却
の
考
え
は
。

答　
平
成
13
年
か
ら
17
年

に
か
け
て
、
国
か
ら
譲
与
さ

れ
た
道
路
、
水
路
は
村
内
全

域
で
７
０
０
０
箇
所
あ
り
、

譲
渡
ま
た
は
貸
借
の
形
で
、

都
度
個
別
に
35
件
対
応
し
て

き
た
。
箇
所
が
膨
大
な
数
で

未
登
記
の
う
え
地
番
、
面
積

が
確
定
さ
れ
て
い
な
い
土
地

の
希
望
を
募
る
こ
と
は
現
状

困
難
で
個
別
に
対
応
す
る
。

問　
た
め
池
は
入
っ
て
い

な
い
の
か
。

答　
一
か
所
入
っ
て
い
る
。

問　
規
則
が
あ
る
が
隣
接

地
主
と
区
の
同
意
、
ま
た
全

て
の
費
用
負
担
が
必
要
と
、

こ
れ
ら
が
取
得
を
困
難
に
し

て
費
用
対
効
果
が
見
込
め

ず
、
更
に
は
土
地
の
有
効
利

用
を
阻
害
し
て
い
る
現
規
則

を
、
改
正
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答　
よ
り
多
く
の
声
を
聞

く
必
要
が
あ
り
難
し
い
。

Ｑ村有不用地処分について
Ａ村内に約7000箇所あり、

希望者には個別対応する

認知症に関する介護サービス情報などを
まとめたガイドブック
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一
般
質
問

問　
村
長
の
年
頭
の
あ
い

さ
つ
で
、
今
年
は
中
学
校
統

合
に
つ
い
て
方
針
を
定
め
る

な
ど
、
よ
り
良
い
教
育
環
境

の
整
備
に
取
り
組
む
と
言
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
の
点

に
つ
い
て
問
う
。

　
学
校
等
統
合
準
備
委
員
会

の
構
成
員
は
。

答　
学
識
経
験
者
４
名
、

保
護
者
代
表
５
名
、
地
域
代

表
３
名
、
議
会
１
名
、
学
校

代
表
２
名
の
合
計
15
名
で
組

織
し
た
。

問　
現
在
ま
で
の
学
校
等

統
合
準
備
委
員
会
の
経
過
、

及
び
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

答　
昨
年
11
月
に
１
回
目

の
委
員
会
を
開
催
、
小
中
学

校
４
校
に
出
向
き
保

護
者
に
対
し
て
、
統

合
計
画
案
の
説
明
会

を
実
施
し
た
。
今
後

は
、
６
月
か
ら
行
わ

れ
る
村
民
懇
談
会
に

お
い
て
、
村
民
に
対

し
て
統
合
計
画
案
の

説
明
を
行
う
。

問　
中
学
校
の
場

合
、
既
存
の
校
舎
を

利
用
し
て
統
合
が
可

能
だ
が
、
小
学
校
の

場
合
、
増
築
か
新
築

と
な
る
が
、
こ
の
場

合
、
長
期
的
構
想
を

考
え
る
必
要
が
あ
る

が
、
長
期
的
小
中
学

校
統
合
の
考
え
は
あ

る
か
。

答　
将
来
、
小
学
校
の
統

合
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
時
は
小
学
校
、
中

学
校
同
一
施
設
の
新
し
い
校

舎
の
建
設
を
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

問　
中
学
校
の
既
存
の
校

舎
を
利
用
し
た
場
合
、
１
校

分
の
敷
地
が
空
く
こ
と
に
な

る
が
、
そ
の
敷
地
の
有
効
利

用
も
同
時
に
進
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
村
の
考
え
は
。

答　
学
校
等
統
合
準
備
委

員
会
の
中
で
、
校
舎
及
び
跡

地
利
用
も
協
議
し
て
い
く
。

問　
こ
の
委
員
会
は
、
学

校
以
外
の
こ
と
も
検
討
す
る

の
か
。

答　
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ

て
も
検
討
す
る
。

問　
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、

今
後
、
特
老
等
の
介
護
施
設

の
誘
致
の
検
討
は
。

答　
委
員
会
で
検
討
す
る
。

問　
村
長
の
施
政
方
針
の

中
で
、
観
光
協
会
を
設
立

し
、
観
光
交
流
に
よ
る
振
興

Ｑ小中学校統合は
Ａ保護者に説明会を

実施した

Ｑ観光協会の
　目的は
Ａ本村のＰＲ

小針竹千代 議員

を
図
る
と
あ
る
が
、
玉
川
村

観
光
物
産
協
会
が
行
う
事
業

と
は
。

答　
観
光
資
源
の
整
備
、

観
光
資
源
の
宣
伝
、
観
光
客

の
誘
致
、
物
産
品
の
開
発
、

観
光
並
び
に
物
産
に
関
す
る

調
査
研
究
、
関
係
団
体
と
の

連
絡
及
び
情
報
交
換
、
会
員

が
所
有
す
る
観
光
ま
た
は
物

産
資
源
等
の
宣
伝
、
そ
の
他

本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
の
事
業
。

問　
玉
川
村
観
光
物
産
協

会
の
運
営
に
つ
い
て
、
村
か

ら
の
予
算
額
は
。

答　
補
助
金
で
４
８
０
万

円
で
あ
る
。

問　
こ
の
協
会
の
構
成
員

は
。

答　
村
内
の
観
光
・
物
産

関
係
の
事
業
主
や
生
産
組
合

の
各
種
団
体
、
関
連
機
関
等

13
名
で
構
成
し
、
さ
ら
に
現

在
、
会
員
の
募
集
・
誘
致
活

動
を
し
て
お
り
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
個
人
・
団
体
・
事

業
所
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

須釜中学校
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一
般
質
問

問　
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
と
学
力
及
び
体
力

の
向
上
の
た
め
、
ま
た
、
教

職
員
の
時
間
外
労
働
に
対

し
、
業
務
の
負
担
軽
減
の
た

め
に
、
ど
う
取
り
組
ま
れ
る

の
か
伺
う
。
平
成
30
年
度
の

学
校
教
育
施
策
の
具
体
的
中

身
は
。

答　
「
特
色
あ
る
教
育
の
振

興
を
目
指
し
て
」
を
教
育
目

標
に
掲
げ
、
算
数
・
数
学
教

育
の
充
実
、
英
語
教
育
の
充

実
、
道
徳
の
教
科
化
に
よ
る

道
徳
教
育
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
命
を

大
切
に
し
た
教
育
、
い
じ
め

の
絶
無
、
不
登
校
児
童
の
生

徒
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
石
川
支
援
学
校
た
ま
か

わ
校
と
の
交
流
も
各
小
学
校

で
実
施
し
て
い
く
。「
時
代

を
担
う
元
気
な
玉
川
っ
子
の

育
成
」
の
た
め
、「
豊
か
な

人
間
性
」
を
育
む
た
め
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
中
学
校
統

合
問
題
に
つ
い
て
は
、
各
学

校
に
お
い
て
そ
の
内
容
に
つ

い
て
保
護
者
に
説
明
を
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年

度
中
に
統
合
準
備
委
員
会
を

Ｑ平成30年度の学校教育施策は
Ａ「時代を担う元気な玉川っ子の

育成と豊かな人間性」を育む取
り組みをする

大和田　宏 議員

開
催
し
方
向
性
を
定
め
、
平

成
30
年
度
よ
り
具
体
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

問　
教
職
員
の
時
間
外
労

働
の
現
状
と
課
題
及
び
取
り

組
み
は
。

答　
教
職
員
の
時
間
外
労

働
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
小

学
校
で
は
、
月
80
時
間
を

超
え
る
の
は
、
時
期
に
よ
り

管
理
職
が
超
え
て
い
る
。
中

学
校
で
は
、
４
月
か
ら
11
月

ま
で
は
、
月
の
時
間
外
在
校

時
間
80
時
間
を
超
え
て
い
る

教
職
員
が
３
割
い
る
。
こ
れ

は
、
土
日
の
部
活
動
指
導
や

大
会
等
の
引
率
を
含
め
た
も

の
で
あ
る
。こ
の
ま
ま
で
は
、

教
職
員
自
ら
が
様
々
な
経
験

を
し
て
自
己
研
鑽
す
る
時
間

と
、
教
職
員
と
子
ど
も
が

じ
っ
く
り
と
向
き
合
う
時
間

の
確
保
が
で
き
な
い
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。
教
職
員
の
多

忙
化
解
消
に
つ
い
て
は
、
県

教
育
委
員
会
よ
り
「
多
忙
化

解
消
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

が
通
知
さ
れ
、
こ
れ
を
基
に

各
学
校
に
通
知
を
出
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
教
職
員
の
多

忙
化
解
消
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
校
長
会
等
で
協
議
を
し

元気にゴールをめざして走る子供たち（須釜小学校運動会より）

な
が
ら
、
ま
た
、
国
や
県
の

動
向
を
見
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
う
。



　

13
日
は
国
会
の
衆
議
院
本

会
議
を
傍
聴
し
ま
し
た
。

　

議
場
に
大
島
議
長
が
入
場

す
る
と
、
だ
れ
が
号
令
を
掛

け
る
で
も
な
く
全
員
が
起
立

し
議
長
に
一
礼
を
し
て
議
長

へ
の
敬
意
を
表
し
て
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
安
倍
内
閣
総
理
大

臣
や
麻
生
財
務
大
臣
な
ど
が

出
席
し
、
国
際
観
光
旅
客
税

法
な
ど
の
法
案
の
趣
旨
説
明

と
そ
れ
に
対
す
る
代
表
者
質

疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

国
権
の
最
高
機
関
で
唯
一

の
立
法
機
関
で
あ
る
国
会
の

審
議
を
傍
聴
で
き
た
こ
と

は
、
大
変
意
義
の
あ
る
研
修

で
し
た
。

　

14
日
は
村
と
連
携
協
定
を

結
ん
で
い
る
玉
川
大
学（
東

京
都
町
田
市
）を
訪
問
し
ま

し
た
。

　

最
初
に
連
携
事
業
に
つ
い

て
懇
談
、
今
後
は
教
育
支
援

で
の
連
携
を
考
え
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。懇
談
の
後
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
案
内
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
徴
的

だ
っ
た
も
の
は
、
農
学
部
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
農
園
で
の
野
菜
栽
培

で
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
源
を
利
用
し

た
レ
タ
ス
栽
培
な
ど
を
研
究

し
て
お
り
、
栽
培
さ
れ
た
野

菜
は
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
販
売

さ
れ
好
評
を
得
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

今
回
の
大
学
の
訪
問
は
、

幅
広
い
視
野
と
見
識
を
養
う

こ
と
に
大
き
く
寄
与
で
き
た

研
修
で
し
た
。

（11） 平成30年４月26日議 会 だ よ り

玉川大学との懇談

議会運営委員会視察研修　２/13～14

国会本会議を傍聴
　　　玉川大学を訪問

議会の会議録が
村ホームページで
ご覧になれます。

委員会
活　動

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か
議会傍聴の手続きは簡単です。２階の事務室前で住所、氏名、年齢を記入するだけです。

３月定例会の傍聴人数　10人
次回の定例会  ６月中旬を予定

平成29年９月定例会の会議録より
ホームページに掲載しております。
ＰＤＦファイル形式です。
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（12）平成30年４月26日 議 会 だ よ り

　
29
年
度
最
後
の
３
月
定
例

議
会
が
、
３
月
９
日
か
ら
16

日
ま
で
の
８
日
間
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
全
議
案
が
可
決
決

定
さ
れ
、
新
年
度
の
各
種
事

業
、予
算
が
執
行
さ
れ
ま
す
。

　

３
月
、
４
月
は
人
事
異

動
、小
、中
学
校
の
卒
業
式
、

入
学
式
と
め
ま
ぐ
る
し
い
季

節
。
ま
た
、
例
年
よ
り
10
日

も
早
く
桜
が
咲
き
、
早
い
春

の
訪
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
村
民
の
皆

様
に
読
ん
で
も
ら
え
る「
議

会
だ
よ
り
」と
な
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

「
里
山
の
丘
に
登
っ
て

　
　
　
　
　
見
わ
た
せ
ば

　
子
供
の
頃
の

　
　
　
　
　
夢
を
想
い
し
」

 

作
・
大
越　
由

 

（
飯
島
三
郎
）

Ａ　玉川村のイメージソング「おいで
よ！玉川村」、素敵に出来ていると思い
ます。たくさん活用していただき、そ
の結果、人口増加につながればと思い
ます。

Ａ　新しいこども園で、子供たちも楽
しく伸び伸びと過ごしているようです。
園児の数も増え、大変だとは思います
が、今後も引き続き子供たちが安心し
て、安全に過ごせる環境づくりをよろ
しくお願いいたします。

Ａ　村の教育施設やスポーツ施設の充実
により、子供たちにとっても、村民の皆
様にとっても非常に良い環境だと感じて
います。今後、教育施設等の統合化が進
めば、効率化を図ることができ、安心し
て子育てができるより良い環境になるの
ではと考えます。

Ａ　認定こども園たまかわクックの森が
開園して３年目となり、子供たちも充実
した毎日を過ごし、成長していると思い
ます。少子化の今、子育てに対し、村独
自の助成などにも力を入れていると思い
ます。今後も子育て支援に足並みを揃え
ていただき、子供を育てやすい玉川村に
なるよう、願っております。

Ｑ村に対してＱ村に対して

Ｑこども園に対してＱ子育て支援について

須
す ど う

藤千
ち え こ

恵子さん
（川辺）

小
お

山
やま

田
だ

進
しん

也
や

さん
（南須釜）

議会だより 150 号　村民の声に登場していただいた「佐藤栄作」さんの名前は「佐藤栄策」さんの誤りでした。
訂正してお詫びいたします。


